
 

 

 

 

 

平成 28 年 6 月 4 日(土)、新札幌アークシ

ティホテルにおいて札幌医科大学 助産

学専攻科 准教授である荒木奈緒先生を

お迎えし、『助産倫理を考えようー倫理カ

ンファレンスのあり方―』の研修会が行わ

れました。参加者 88 名、今回の研修は

CLoCMiP 助産師ラダーステップアップ認

定研修でもあり、札幌支部のみならず道内

各地から多くの方が参加されました。 

 

研修会の前半では、周産期に起こる倫理

的な問題や、倫理検討シートを使用した分

析手順についての講義を受け、その後、1

グループ 6 人程度、全 12 グループに分か

れ、事例を用いた倫理カンファレンスを行

いました。所属施設も異なり、経験年数も

新人さんから30年以上のベテラン助産師

まで、様々な助産師が集まり、互いに頭を

悩ませながらカンファレンスを進めてい

きました。最後は、全12 グループのカン

ファレンス結果を共有し、荒木先生からの

ご指導もいただけたことで、倫理カンファ

レンスのあり方について、より学びを深め

ることのできた研修会となりました。 

 

助産師職能委員長  千葉 靖子 



 

札幌医科大学 助産学専攻科 荒木奈緒講師を迎え、「助産倫理を考えよう」をテーマに講演が行われました。 

 

家族が決定した選択を、「決めたのはあなた」と見放すのではなく、その決定に満足出来るように支援すること

が大切。と話されており、 

・生命倫理の四原則を臨床でどう考えるか。 

・新生児は意思決定ができない、胎児は人としてあつかわれない。 

・均等にではなく、公平に。が正義。 

など、示唆に富んだ講義でした。 

 

荒木先生、助産師職能委員の皆様お疲れ様でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 

ようやく夏の暑さを感じるようになりましたね。 

我が家では外壁の補修工事が始まり、薄暗く暑い夏になりそうですが、せめて外出の際だけでも夏を

満喫したいと思う今日この頃です。                   

広報委員  田中 直子 


